
6.入力シートの行数追加に関するマクロ処理マニュアル 

＜注意＞ 

  １．     には 2021,2019,2016 のいずれかが入ります。 

     には１，２，３のいずれかが入ります。 

       には１，２，３，４のいずれかが入ります。 

 ２．例えば、      CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ    台リリース配布版）.xlsm 

      において、      が 2021 で    が２の場合には、ファイル 

      2021CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm 

   を表します。 

４．実際のそれぞれの説明では、２０２１版３台の各ファイルを用いて説明していきます。 

 ５．ファイル 

        CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1 試用版.xlsm 

        CV-DataBaseAdvance 呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xls 

   および 

   ファイル 

        CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1 試用版.xlsm 

        CV-DataBaseAdvance スーパー呼び出し印刷 Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

   には、入力シートの行数追加・削除に関するマクロ機能はありません。 
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１．ファイル 

CV-DataBaseAdvance40Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance40Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance40Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図 1]の画面になります。 

 

[図 1] 

 

 

シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の最初の入力可能行数が５０行という前提で、入力可能行数

を増加させことを説明いたします。 

 

まず、上の[図１]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図２]の画面になります。 

 

 

 

 

 



[図２] 

 

 

上の[図２]の画面で の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れて 

として、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図３]が表示され、

再び[図４]が表示されたら処理は完了です。 

 

 

 

 



 [図３] 

 

 

[図４] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の入力化の行数は 10050 行となり、シー

トの状況は次の[図５]のようになります。 

 



[図５] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

したい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

[図１]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると[図６]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図６] 

 

 

[図６]の画面の の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れ、 

とし、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図７]が表示され、

再び[図８]が表示されたら処理は完了です。 

 

 

 

 



[図７] 

 

 

[図８] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の入力化の行数は 100000 行となり、シー

トの状況は次の[図９]のようになります。 

 



[図９] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮でき大変便利です。 

 

 

２．ファイル 

CV-DataBaseAdvance100Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance100Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2016CV-DataBaseAdvance100Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図１０]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１０] 

 

 

シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の最初の入力可能行数が５０行という前提で、入力可能行数

を増加させことを説明いたします。 

 

まず、上の[図１０]のコマンドボタン 

をクリッ

クすると、次の[図１１]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１１] 

 

 

上の[図１２]の画面で の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れて 

として、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図１２]が表示され、 

再び[図１３]が表示されたら処理は完了です。 

 

 

 



 [図１２] 

 

 

[図１３] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の入力化の行数は 10050 行となり、シー

トの状況は次の[図１４]のようになります。 

 



[図１４] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

したい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

[図１０]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると次の[図１５]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１５] 

 

 

上の[図１５]の画面の の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れ、 

とし、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の 

[図１６]が表示され、再び[図１７]が表示されたら処理は完了です。 

 

 

 

 



[図１６] 

 

 

[図１７] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の入力化の行数は 100000 行となり、シー

トの状況は次の[図１８]のようになります。 

 



[図１８] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

3．ファイル 

CV-DataBaseAdvance200Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance200Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance200Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図１９]の画面になりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１９] 

 

 

シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の最初の入力可能行数が５０行という前提で、入力可能行数

を増加させことを説明いたします。 

 

まず、上の[図１９]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図２０]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図２０] 

 

 

上の[図２１]の画面で の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れて 

として、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の 

[図２１]が表示され、再び[図２２]が表示されたら処理は完了です。 

 

 

 



[図２１] 

 

 

[図２２] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の入力化の行数は 10050 行となり、シー

トの状況は次の[図２３]のようになります。 

 



[図２３] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

したい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

上の[図１９]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると次の[図２４]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図２４] 

 

 

上の[図２４]の画面の の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れ、 

とし、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の 

[図２５]が表示され、再び[図２６]が表示されたら処理は完了です。 

 

 

 



[図２５] 

 

 

[図２６] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の入力化の行数は 100000 行となり、シー

トの状況は次の[図２７]のようになります。 

 



[図２７] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので便利大変便利です。 

 

 

4．ファイル 

CV-DataBaseAdvance400Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance400Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance400Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしユーザーフォーム「シ

ート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図２８]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図２８] 

 

 

全ての入力シートの入力可能行数が５０行という前提で、入力シートの入力可能行数を増加させことを説明いたし

ます。 

 

まず、上の[図２８]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図２９]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図２９] 

 

 

上の[図２９]の画面で の部分に 

と入力し、 

 

にチェックを入れて 

 

として、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中

次の[図３０]が表示され、再び[図３１]が表示されたら処理は完了です。 

 



[図３０] 

 

 

[図３１] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA2」の入力可能数はともに 10000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図３２]，[図３３]のようになります。 

 



[図３２] 

 

 

[図３３] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

上の[図２８]の画面で、コマンドボタン 



 

をクリックすると次の[図３４]の画面が表示されます。 

 

[図３４] 

 

 

上の[図３４]の画面の の部分に と入力し、 

 

にチェックを入れ、 

 

とし、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図３５]が表示され、

再び[図３６]が表示されたら処理は完了です。 



[図３５] 

 

 

 [図３６] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA2」の入力可能行数はともに 100000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図３７]，[図３８]のようになります。 

 



[図３７] 

 

 

[図３８] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 



5．ファイル 

CV-DataBaseAdvance600Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance600Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance600Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図３９]画面になります。 

 

 [図３９] 

 

 

全ての入力シートの入力可能行数が５０行という前提で、入力シートの入力可能行数を増加させことを説明いたし

ます。 

 

まず、上の[図３９]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図４０]の画面になります。 

 

 

 

 

 



[図４０] 

 

 

上の[図４０]の画面で の部分に と入力し、 

 

にチェックを入れて 

 

として、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図４１]が表示され、

再び[図４２]が表示されたら処理は完了です。 

 



図４１] 

 

 

[図４２] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 10000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図４３]，[図４４]のようになります。 

 



[図４３] 

 

 

[図４４] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

上の[図３９]の画面で、コマンドボタン 



 

をクリックすると次の[図４５]の画面が表示されます。 

 

[図４５] 

 

 

上の[図４５]の画面の の部分に と入力し、 

 

にチェックを入れ、 

 



とし、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中

次の[図４６]が表示され、再び[図４７]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図４６] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図４７] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 

100000 行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図４８]，[図４９]のようになります。 

 

[図４８] 

 

 



[図４９] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

6．ファイル 

CV-DataBaseAdvance800Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance800Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance800Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図５０]の画面になりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図５０] 

 

 

全ての入力シートの入力可能行数が５０行という前提で、入力シートの入力可能行数を増加させことを説明いたし

ます。 

 

まず、上の[図５０]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図５１]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図５１] 

 

上の[図５７]の画面で の部分に 

と入力し、 

 

にチェックを入れて 



と し

て、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図５２]が表示され、 

再び[図５３]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図５２] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図５３] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 10000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図５４]，[図５５]のようになります。 

 

[図５４] 

 

 



[図５５] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

上の[図５０]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると[図５６]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図５６] 

 

 

[図３８]の画面の の部分に 

と入力し、 

 

にチェックを入れ、 



 
とし、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図５７]が表示され、

再び[図５８]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図５７] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図５８] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA1」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 100000 行となり、シートの状況はそれ

ぞれ次の[図５９]，[図６０]のようになります。 

 

[図５９] 

 

 



[図６０] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

7．ファイル 

CV-DataBaseAdvance1000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance1000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance800Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の  

[図６１]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図６１] 

 

 

全ての入力シートの最初の入力可能行数が５０行という前提で、入力シートの入力可能行数を増加させことを説明

いたします。 

 

まず、上の[図６１]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図６２]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図６２] 

 

 

上の[図６２]の画面で の部分に 

と入力し、 

 

にチェックを入れて 



 

として、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中

次の[図６３]が表示され、再び[図６４]が表示されたら処理は完了です。 

 

 [図６３] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図６４] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 10000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図６５]，[図６６]のようになります。 

 

[図６５] 

 

 



[図６６] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

上の[図６１]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると次の[図６７]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図６７] 

 

 

上の[図６７]の画面の の部分に 

と入力し、 

 

にチェックを入れ、 



 

とし、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次

の[図６８]が表示され、再び[図６９]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図６８] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図６９] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 100000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図７０]，[図７１]のようになります。 

 

[図７０] 

 

 

 



[図７１] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

8．ファイル 

CV-DataBaseAdvance2000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance2000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance2000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

す。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図７２]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 [図７２] 

 

 

全ての入力シートの入力可能行数が５０行という前提で、入力シートの入力可能行数を増加させことを説明いたし

ます。 

 

まず、上の[図７２]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図７３]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図７３] 

 

上の[図８１]の画面で の部分に と入力し、 

 

にチェックを入れて 



 

として、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中

次の[図７４]が表示され、再び[図７５]が表示されたら処理は完了です。 

 

図７４] 

 

 

 

 

 

 

 



[図７５] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 10000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図７６]，[図７７]のようになります。 

 

[図７６] 

 

 



[図７７] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

上の[図７２]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると次の[図７８]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図７８] 

 

上の[図８６]の画面の の部分に と入力し、 

 

にチェックを入れ、 



 

とし、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次

の[図７９]が表示され、再び[図８０]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図７９] 

 

 

 

 

 

 



[図８０] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 100000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図８１]，[図８２]のようになります。 

 

[図８１] 

 

 



[図８２] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

9．ファイル 

CV-DataBaseAdvance4000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

す。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図８３]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図８３] 

 

 

全ての入力シートの入力可能行数が５０行という前提で、入力シートの入力可能行数を増加させことを説明いたし

ます。 

 

まず、上の[図８３]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図８４]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図８４] 

 

上の[図８４]の画面で の部分に と入力し、 

にチェックを入れて 

 

 



として、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中

次の[図８５]が表示され、再び[図８６]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図８５] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図８６] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA1」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 10000 行となり、シートの状況はそれ

ぞれ次の[図８７]，[図８８]のようになります。 

 

[図８７] 

 

 



[図８８] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

上の[図８３]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると[図８９]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図８９] 

 

 

上の[図８９]の画面の の部分に と入力し、 

にチェックを入れ、 



とし、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図９０]が表示され、

再び[図９１]が表示されたら処理は完了です。 

 

 [図９０] 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図９１] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 100000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図９２]，[図９３]のようになります。 

 

[図９２] 

 

 



 

[図９３] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

10．ファイル 

CV-DataBaseAdvance8000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance8000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance8000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

す。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の [図９４]画面になりま

す。 

 

 

 

 

 

 



 [図９４] 

 

 

全ての入力シートの入力可能行数が５０行という前提で、入力シートの入力可能行数を増加させことを説明いたし

ます。 

 

まず、上の[図９４]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図９５]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図９５] 

 

 

上の[図１０５]の画面で の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れて 



 

として、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図９６]が表示さ

れ、再び[図１０７]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図９６] 

 

 

 

 

 

 

 



[図９７] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 10000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図９８]，[図９９]のようになります。 

 

[図９８] 

 

 



[図９９] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

[図９４]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると[図１００]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１００] 

 

 

上の[図８６]の画面の の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れ、 



 

とし、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次

の[図１０１]が表示され、再び[図１０２]が表示されたら処理は完了です。 

 

 [図１０１] 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１０２] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 100000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図１０３]，[図１０４]のようになります。 

 

[図１０３] 

 

 



[図１０４] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

11．ファイル 

CV-DataBaseAdvance16000Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたしま

す。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ  を選択すると次の[図１０５]画面になり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 



[図１０５] 

 

 

全ての入力シートの入力可能行数が５０行という前提で、入力シートの入力可能行数を増加させことを説明いたし

ます。 

 

まず、上の[図１０５]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図１０６]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１０６] 

 

上の[図９３]の画面で の部分に と入力し、 

 

にチェックを入れて 



 

として、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図１０７]が表示さ

れ、再び[図１０８]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図１０７] 

 

 

 

 

 

 



[図１０８] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AB3」の入力可能行数はともに 10000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図１０９]，[図１１０]のようになります。 

 

[図１０９] 

 

 



[図１１０] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

上の[図１０５]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると[図１１１]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１１１] 

 

 

上の[図１１１]の画面の の部分に と入力し、 

にチェックを入れ、 



とし、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中

次の[図１１２]が表示され、再び[図１１３]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図１１２] 

 

 

 

 

 

 



[図１１３] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 100000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図１１４]，[図１１５]のようになります。 

 

[図１１４] 

 

 



[図１１５] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

1２．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance 軽装版 40Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いた

します。 

各シートに配置したコマンドボタン ををクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ  を選択すると次の 

 [図１１６]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１１６] 

 

 

シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の最初の入力可能行数が５０行という前提で、入力可能行数

を増加させことを説明いたします。 

 

まず、上の[図１１６]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図１１７]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１１７] 

 

 

上の[図１１７]の画面で の部分に 

と入力し、 

 

にチェックを入れて 

 

として、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の 

[図１１８]が表示され、再び[図１１９]が表示されたら処理は完了です。 

 

 



 

 [図１１８] 

 

 

 

[図１１９] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の入力可能行数は 10000 行となり、シー



トの状況は次の[図１２０]のようになります。 

[図１２０] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

[図１１６]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると[図１２１]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１２１] 

 

 

上の[図１２１]の画面の の部分に 

と入力し、 

 

にチェックを入れ、 

とし、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図１２２]が表示さ 

れ、再び[図１２３]が表示されたら処理は完了です。 

 

 



[図１２２] 

 

 

[図１２３] 

 

 

この処理の結果、シート「データー入力」の入力可能行数は 100000 行となり、シートの状況は次の[図１２４]のよ

うになります。 

 

 



[図１２４] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

13．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance 軽装版 100Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明い

たします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の 

[図１２５]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図１２５] 

 

 

シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の最初の入力可能行数が５０行という前提で、入力可能行数

を増加させことを説明いたします。 

 

まず、上の[図１２５]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図１２６]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１２６] 

 

 

上の[図１３９]の画面で の部分に 

と入力し、 

 

にチェックを入れて 

 

として、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図１２７]が表示さ

れ、再び[図１２８]が表示されたら処理は完了です。 

 



図１２７] 

 

[図１２８] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の入力可能行数は 10000 行となり、シー

トの状況は次の[図１２９]のようになります。 

 

 



[図１２９] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

上の[図１２５]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると[図１３０]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１３０] 

 

 

上の[図１３０]の画面の の部分に 

と入力し、 

 

にチェックを入れ、 

 

とし、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図１３１]が表示さ

れ、再び[図１３２]が表示されたら処理は完了です。 

 

 



[図１３１] 

 

 

[図１３２] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の入力可能行数は 100000 行となり、シー

トの状況は [図１３３]のようになります。 

 



[図１３３] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

14．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance 軽装版 200Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明い

たします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の 

[図１３４]画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 



[図１３４] 

 

 

シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の入力可能行数が５０行という前提で、入力可能行数を増加

させことを説明いたします。 

 

まず、上の[図１３４]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図１３５]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１３５] 

 

 

の[図１３５]の画面で の部分に 

と入力し、 

 

にチェックを入れて 

 

として、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図１３６]が表示さ

れ、再び[図１３７]が表示されたら処理は完了です。 

 



[図１３６] 

 

 

[図１３７] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の入力可能行数は 10000 行となり、シー

トの状況は次の[図１３８]のようになります。 

 



[図１３８] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

[図１３４]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると次の[図１３９]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１３９] 

 

 

上の[図１５３]の画面の の部分に 

と入力し、 

 

にチェックを入れ、 

 

とし、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の 

[図１４０]が表示され、再び[図１４１]が表示されたら処理は完了です。 

 

 



[図１４０] 

 

 

[図１４１] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」の入力可能行数は 100000 行となり、シー

トの状況は [図１４２]のようになります。 

 



[図１４２] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

15．ファイル 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1 試用版.xlsm 

CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm 

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance 軽装版 400Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明い

たします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の 

 [図１４３]画面になります。 

 

 

 

 

 



[図１４３] 

 

 

全ての入力シートの入力可能行数が５０行という前提で、入力シートの入力可能行数を増加させことを説明いたし

ます。 

 

まず、上の[図１４３]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図１４４]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１４４] 

 

 

上の[図１５９]の画面で の部分に 

と入力し、 

 
にチェックを入れて 

 
として、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図１４５]が表示さ



れ、再び[図１４６]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図１４５] 

 

 

[図１４６] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「データー入力２」の入力化の行数はとも



に 10000 行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図１４７]，[図１４８]のようになります。 

 

[図１４７] 

 

 

[図１４８] 

 

 

 



ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

上の[図１４３]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると[図１４９]の画面が表示されます。 

 

 

[図１４９] 

 

 

上の[図１６４]の画面の の部分に 

と入力し、 

 



にチェックを入れ、 

 
とし、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の 

[図１５０]が表示され、再び[図１５１]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図１５０] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１５１] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「データー入力２」の入力可能行数はとも

に 100000 行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図１５２]，[図１５３]のようになります。 

 

[図１５２] 

 

 



[図１５３] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

16．ファイル 

調査書等各種証明書作成システム Ver1 試用版（CV-DataBase8000Ver1 サンプル）.xlsm  

調査書等各種証明書作成システム Ver1（CV-DataBase8000Ver1 コンピュータ    台リリース版 

サンプル）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021 調査書等各種証明書作成システム Ver1（CV-DataBase8000Ver1 コンピュータ３台リリース版サン

プル）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の [図１５４]画面になり

ます。 

 

 

 

 

 

 



 [図１５４] 

 

 

全ての入力シートの最初の入力可能行数が５００行という前提で、入力シートの入力可能行数を増加させことを説

明いたします。 

 

まず、上の[図１５４]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図１５５]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１５５] 

 

 

上の[図１５５]の画面で の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れて 



 

として、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の 

[図１５６]が表示され、再び[図１５７]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図１５６] 

 

 

 

 

 

 

 



[図１５７] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA1(調査書等氏名，科目名)」，「入力 AA3(調査書等単位数)」の入力可能行数はとも

に 10000 行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図１５８]，[図１５９]のようになります。 

 

[図１５８] 

 

 



[図１５９] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

[図１５４]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると[図１６０]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１６０] 

 

 

上の[図８６]の画面の の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れ、 



とし、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次

の[図１６１]が表示され、再び[図１６２]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図１６１] 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１６２] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA1(調査書等氏名，科目名)」，「入力 AA3(調査書等単位数)」の入力可能行数はとも

に 100000 行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図１６３]，[図１６４]のようになります。 

 

 

[図１６３] 

 



 

[図１６４] 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

17．ファイル 

平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分試用版（CV-DataBase100Ver1 サンプル）.xlsm  

平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分（CV-DataBase100Ver1 コンピュータ    台リリー 

ス版）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021 平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分（CV-DataBase100Ver1 コンピュータ３台リリース

版）.xlsm」を用いて説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックしてユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の[図１６５]画面になりま

す。 

 

 

 

 

 

 



[図１６５] 

 

 

シート「入力 AA1（３学年生徒データー）」の最初の入力可能行数が 250 行という前提で、入力可能行数を増加させ

ことを説明いたします。 

 

まず、上の[図１６５]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図１６６]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１６６] 

 

上の[図１２]の画面で の部分に 

と入力し、 

 

にチェックを入れて 

 

として、コマンドボタン 

をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次の[図１６７]が表示さ

れ、再び[図１６８]が表示されたら処理は完了です。 

 

 



[図１６７] 

 

 

[図１６８] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA1（３学年生徒データー）」の入力可能行数は 10050 行となり、シートの状況は次

の[図１６９]のようになります。 

 



[図１６９] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

したい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

[図１６５]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると次の[図１７０]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１７０] 

 

 

上の[図１７０]の画面の の部分に 

と入力し、 

 

にチェックを入れ、 

 

とし、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次

の[図１７１]が表示され、再び[図１７２]が表示されたら処理は完了です。 

 

 

 



[図１７１] 

 

 

[図１７２] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA1」の入力化の行数は 100000 行となり、シートの状況は次の[図１７３]のように

なります。 

 



[図１７３] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

18．ファイル 

CV -DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）試用版.xlsm  

CV -DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説

明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ を選択すると次の [図１７４]画面になり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１７４] 

 

 

全ての入力シートの入力可能行数が５０行という前提で、入力シートの入力可能行数を増加させことを説明いたし

ます。 

 

まず、上の[図１７４]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図１７５]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１７５] 

 

上の[図１７５]の画面で の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れて 



 

として、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中

次の[図１７６]が表示され、再び[図１７７]が表示されたら処理は完了です。 

 

 [図１７６] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１７７] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 10000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図１７８]，[図１７９]のようになります。 

 

 

[図１７８] 



 

[図１７９] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

[図１７４]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると[図１８０]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１８０] 

 

 

上の[図１８０]の画面の の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れ、 



 

とし、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次

の[図１８１]が表示され、再び[図１８２]が表示されたら処理は完了です。 

 

 [図１８１] 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１８２] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 100000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図１８３]，[図１８４]のようになります。 

 

[図１８３] 

 

 



[図１８４] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

19．ファイル 

CV -DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）試用版.xlsm  

CV -DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）（コンピュータ  台リリース配布版）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて

説明いたします。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ  を選択すると次の[図１８５]画面になり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 



[図１８５] 

 

 

全ての入力シートの入力可能行数が５０行という前提で、入力シートの入力可能行数を増加させことを説明いたし

ます。 

 

まず、上の[図１８５]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図１８６]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１８６] 

 

 

上の[図１８６]の画面で の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れて 



 

として、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中

次の[図１８７]が表示され、再び[図１８８]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図１８７] 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１８８] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AB3」の入力可能行数はともに 10000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図１８９]，[図１９０]のようになります。 

 

[図１８９] 

 

 



[図１９０] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

上の[図１８５]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると[図１９１]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図１９１] 

 

 

上の[図１９１]の画面の の部分に と入力し、 

にチェックを入れ、 



とし、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次

の[図１９２]が表示され、再び[図１９３]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図１９２] 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１９３] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 100000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図１９４]，[図１９５]のようになります。 

 

[図１９４] 

 

 



[図１９５] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 

 

 

20．ファイル 

CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1 試用版.xlsm  

CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ   台リリース配布版）.xlsm  

  の場合： 

 

ファイル「2021CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ３台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明いたし

ます。 

各シートに配置したコマンドボタン をクリックし、ユーザーフォーム

「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を表示してタブ  を選択すると次の[図１９６]画面になり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 



[図１９６] 

 

 

全ての入力シートの最初の入力可能行数が５０行という前提で、入力シートの入力可能行数を増加させことを説明

いたします。 

 

まず、上の[図１９６]のコマンドボタン 

 

をクリックすると、次の[図１９７]の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１９７] 

 

 

上の[図１９７]の画面で の部分に 

と入力し、 

にチェックを入れて 



 

として、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中

次の[図１９８]が表示され、再び[図１９９]が表示されたら処理は完了です。 

 

１９８] 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図１９９] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AB3」の入力可能行数はともに 10000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図２００]，[図２０１]のようになります。 

 

[図２００] 

 

 



[図２０１] 

 

 

ただ、上の場合、横罫線が５本おきに太くなっており見易くなっておりますが、入力行を５万行以上のように大量に

増やしたい場合は、かなり時間がかかります。そのような場合は、次のようにすると処理時間が大幅に短縮できます。 

上の[図１９６]の画面で、コマンドボタン 

 

をクリックすると次の[図２０２]の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [図２０２] 

 

 

上の[図２０２]の画面の の部分に と入力し、 

にチェックを入れ、 



とし、コマンドボタン をクリックすると行の挿入処理が開始され、途中次

の[図２０３]が表示され、再び[図２０４]が表示されたら処理は完了です。 

 

[図２０３] 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図２０４] 

 

 

この処理の結果、シート「入力 AA１（高校入試通知書等作成データー）」，「入力 AA3」の入力可能行数はともに 100000

行となり、シートの状況はそれぞれ次の[図２０５]，[図２０６]のようになります。 

 

[図２０５] 

 

 



[図２０６] 

 

 

上の場合、横罫線が５本おきに罫線が太くならず見づらいですが、大量に入力シートの行を増やしたい場合には、処

理時間が大幅に短縮できますので大変便利です。 


